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カーボン・オフセットとは、自己活動の温室

効果ガス排出量を算定、見える化し、どうし

ても削減できない量の全部または一部を、違

う場所での排出削減・吸収量でオフセット

（埋め合わせ）することを言います。

ＯＥＣＣは、2010年6月に開催した設立

20周年記念行事、ならびに同年10月、生物

多様性条約ＣＯＰ10において併催された生

物多様性フェア出展に伴い発生した温室効果

ガスについて、カーボン・オフセットするこ

ととしていました。

この度、両イベントの事前に定めた活動範囲

内の温室効果ガス排出量算定を終え、諸塚村

森林炭素吸収量活動プロジェクトから、

（株）ＣＡＣを通じて、クレジット２トン

調達し、ＣＯ２を償却しました。

Ｊ－ＶＥＲクレジット調達先

 諸塚村森林炭素吸収量活動
プロジェクト

http://www.vill.morotsuka.miyazaki.jp/09mu
ra/09_09_carbonoffset.htm

写真提供（株）ＣＡＣ



オフセットの対象となる活動

 参加者及び事務局員の会
議場移動に伴う交通機関
利用

 会議場の電力利用

生物多様性フェア出展

OECC カーボンオフセット報告書 ２

オフセットの対象となる活動

 ブース運営に携わる関係
者及び事務局員の移動に
伴う交通機関利用

*イベント会場の電力利用については

主催者がオフセットを実施しています。

詳細報告は、ＯＥＣＣホームページに掲載しております http://www.oecc.or.jp/

設立20周年記念行事

ＣＯ2排出源 ＣＯ2排出量

交通機関利用
参加者

1069kgCO2

事務局 48kgCO2

会議場利用 216kgCO2

排出量合計 1333kgCO2

ＣＯ2排出源 ＣＯ2排出量

交通機関利用
関係者

499kgCO2

事務局 53kgCO2

排出量合計 552kgCO2

両イベントのＣＯ2総排出量 1885kgCO2


